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　ついちょっと前に新元号「令和」になったと思って
いたら、もう８年という年を迎えています。関東では
天候にも恵まれて、穏やかな年明けでした。ところが、
「風邪気味だなぁ」と思っていたら熱が３８度近くまで
出てしまい、近所の医院で検査を受けた結果はインフ
ルエンザA型。のどの痛みと痰がからんで咳き込む日々
を乗り越えてやっと落ち着いてきたところです。それ
にしても同居の家族に感染しなかったことは私以外が
予防接種を受けていたからなのでしょうか。インフル
エンザの薬は結構高く、こんなに苦しくて薬代もかか
るならば、予防接種を受けたほうがよっぽどいいと反
省している次第です。
　さて、今年度も様々な年代の方に公民館を利用して
いただけるような講座を準備し、多くの方の申し込み
がありました。「おとなもこどもとスクラッチ」、「里親
子・縁組養育支援団体ココポルタによるアートワーク
ショップ」、「オリジナルのスタンプで巾着袋を作ろう」
「袋でモミモミかんたんそばとそば粉のスイーツ」、

若松公民館長　伊藤　直樹

そして恒例の「坂月川親子生き物教室」など。これら
の講座の狙いは、親子で同じ時間や経験を共有するこ
とでコミュニケーションを深めることですが、普段公
民館を利用する機会の少ないお父さん世代の参加もあ
り、意図しない効果を大変嬉しく思っています。
　また、新たなメンバーの加入を募る「サークル体験会」
や「絵本の会による大人のためのお話会」など公民館
を利用する団体による講座や、地域の人材を講師に迎
えた「イラスト教室」、「メディカルハーブの基礎講座」
も好評でした。新年度は更に多くの方が参加できるよ
うな工夫を図りつつ 「地域の知の拠点」 となるべく
計画していきたいと思っています。

何かやってみたいとかスキルアップをお考えの方は、ぜひ公民館に
おいでください。既存のサークルをご紹介することもできますし、
ご自分で仲間と新たなサークルを立ち上げることも可能です。ぜひ
そのやる気のお手伝いをさせていただきたいと思います。また、若
松公民館には図書室が併設されていて、毎年新たな蔵書を購入して
います。市の図書館や他の公民館図書室に収蔵されている本を若松
公民館で借りることもできます。地域に根差した社会教育施設です
ので、お気軽にご利用いただきたいと思います。

　10 月 4 日（土）、川口新会長（若松空手クラブ）
の挨拶で文化祭が開幕しました。文化祭は「日頃
の学習の成果を地域に還元する」ことを目的に、
若松公民館を利用するサークルの有志からなる

「若松公民館クラブ等連絡協議会」が主催するも
ので、公民館は後援という形でサポートしていま

文化祭の開催に尽力された役員の皆様

若松空手クラブ・純子さん／若松混声合唱団・千秋さん／
パッチワークキルトサークル・康子さん／書楽会・広信さん

「第 42 回文化祭」開催！
若松公民館クラブ等連絡協議会主催

す。今年は、若松中学校の吹奏楽部の演奏と、「千葉市心身障が
い者ワークホームたけのこ」によるハンドベルの演奏が開会式に
彩りを加え、１０団体（坂月川愛好会・泉墨会・遊の会・パッチワー
クキルト・書楽会・ラタンの会・ローゼルの会・こどもの Kai 
uli uli らぼ・すずらん保育園・あんしんケアセンター都賀）が出
展し、６団体（らくらくヨーガ・体操サークル・若松混声合唱・
若松太極拳・若松一翠会・水曜囲碁会）が実技発表をしました。
昨年は学校行事の都合で参加できなかった若松中吹奏楽部をはじ
め、日常的に公民館を利用しない団体との調整は、役員の皆さん
にとってご苦労が多かったと想像します。文化祭では、同級生や
元 PTA 役員など、数十年ぶりの再会を喜ぶ場面を目にします。
地域の交流の場を提供してくださったことに深く感謝申し上げます。

本紙は若松中、小倉小、若松小、若松台小に配布しています。
若松公民館
ホームページ
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坂月川愛好会が、地域生物多様性増進法に基づく「自然共生サイト」の認定を受けました。自然共生サイトは、企業や NPO、地域住民などが生物多様性の

保全活動を行っている区域を国が認定する制度で、身近な自然も対象となっているそうです。認定証を廊下に掲示していますので、ぜひご覧ください。（中村）
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２回目となる「里親子・縁組養育支
援団体 COCOPORTA によるアート
ワークショップ」（８月１０日）に
は１０組の親子が参加。工作を通し
て自分の「うち」を考えたり、お友
達の話に耳を傾けたりしました。

「子どもイラスト教室～推しの動物を描こ
う」（７月２１日・８月４日）には定員１６
人に対し６０人の応募がありました 。子
どもたちのリクエストに応えるため、講師
を長く探していましたが、今回ご縁が実り、
イラストレーターのさばまるさんに指導い
ただくことができました。さばまるさんに
とっても、子ども教室は初めてのことで、
大変なご苦労だったと思います。講座のレ
ポートや作品は、現在廊下に展示中です。
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公 民 館 の 専 門 誌『月 刊 公 民 館』
（2025 年 6 月号）に寄稿しました。
「利用者との雑談からはじまった取
組」について書いています。また、
この記事をきっかけに文部科学省
から依頼を受け、全国の公民館職
員に向けてオンライン（９月１９
日）で事例発表を行いました。
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